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文
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
「
社
会
を
動
か
す
！
　
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
仕
事
　
新

聞
・
テ
レ
ビ
第
一
線
か
ら
」

が
８
月
28
日
、
ウ
ェ
ブ
会
議

シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ

て
開
催
さ
れ
た
。

　
１
〜
４
年
次
生
約
50
人
が

参
加
し
、
第
一
線
で
活
躍
す

る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
本
学

Ｏ
Ｂ
の
体
験
談
を
聞
き
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
や
、

メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
意
義
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
第
１
部
は
、
松
川
敦
志
さ

ん
（
秋
田
魁
新
報
社
会
地
域

報
道
部
長
、
２
０
１
９
年
度

新
聞
協
会
賞
）
と
、
平
良
い

ず
み
さ
ん
（
沖
縄
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
・
キ
ャ
ス
タ

ー
、
18
年
度
日
本
民
間
放
送

連
盟
賞
優
秀
賞
な
ど
）
の
２

人
が
講
演
。
地
方
紙
・
地
方

局
の
役
割
、
メ
デ
ィ
ア
の
持

つ
力
や
可
能
性
を
語
っ
た
。

　
第
２
部
は
、
人
文
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
卒
業
生

で
、
中
日
新
聞
記
者
の
板
倉

陽
佑
さ
ん
（
平
29
文
）
と
、

日
テ
レ
・
テ
ク
ニ
カ
ル
・
リ

ソ
ー
シ
ズ
（
Ｂ
Ｓ
日
本
技
術

局
技
術
部
員
）
の
鰍
澤
将
平

さ
ん
（
平
30
文
）
が
参
加
。

山
田
健
太
教
授
、
澤
康
臣
教

授
を
交
え
て
、現
在
の
仕
事
、

就
職
活
動
や
学
生
時
代
の
過

ご
し
方
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
板
倉
さ
ん
は
「
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
の
よ
う
に
、
最
前
線
で

活
躍
す
る
人
の
話
を
聞
き
、

メ
デ
ィ
ア
脳
を
形
成
し
て
ほ

し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
鰍
澤
さ
ん
は
休
学
し
て
世

界
を
巡
っ
た
経
験
を
踏
ま

え
、「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
し
よ
う
」
と
語
っ
た
。

　
商
学
部
・
神
原
理
ゼ
ミ
の

３
年
次
生
は
現
在
、
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
解

決
に
向
け
、
環
境
に
配
慮
し

た
商
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
大
麦

の
茎
か
ら
作
ら
れ
る
「
大
麦

ス
ト
ロ
ー
」。
再
利
用
可
能

で
、
廃
棄
時
に
は
土
に
混
ぜ

て
肥
料
と
し
て
使
う
こ
と
も

で
き
る
。

　
今
年
７
月
に
活
動
を
開
始

し
、
こ
れ
ま
で
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
の
ほ
か
、
商

品
誕
生
の
背
景
な
ど
を
紹
介

す
る
チ
ラ
シ
や
商
品
カ
ー
ド

を
作
成
。
こ
れ
ら
の
販
促
ツ

ー
ル
は
、
８
月
31
日
か
ら
９

月
４
日
ま
で
農
林
水
産
省
で

開
催
さ
れ
た
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減

を
テ
ー
マ
に
し
た
展

示
会
で
披
露
し
、
多

く
の
来
場
者
が
手
に

取
っ
た
。

　
大
麦
ス
ト
ロ
ー
の

新
た
な
魅
力
を
発
掘

す
る
た
め
、
従
来
に

な
い
活
用
方
法
も
提

案
。
具
体
的
に
は
大

麦
ス
ト
ロ
ー
を
細
工

し
、
ヒ
ン
メ
リ
と
呼

ば
れ
る
北
欧
の
イ
ン

テ
リ
ア
小
物
の
制
作
に
も
挑

戦
し
た
。「
ヒ
ン
メ
リ
は
日
本

で
は
な
じ
み
が
薄
い
た
め
、

自
作
す
る
際
に
見
本
に
な
る

も
の
が
あ
ま
り
な
く
苦
労
し

た
」
と
話
す
の
は
干
場
寧
々

さ
ん
。
ゼ
ミ
生
同
士
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
試

行
錯
誤
を
重
ね
、
最
終
的
に

は
定
番
の
モ
ビ
ー
ル
（
吊
る

し
飾
り
）に
加
え
て
、風
鈴
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
ス
タ
ン
ド
も

完
成
さ
せ
た
。
素
朴
な
風
合

い
の
た
め
、
イ
ン
テ
リ
ア
と

し
て
和
室
に
も
洋
室
に
も
合

わ
せ
や
す
い
点
が
魅
力
だ
。

土
谷
真
白
さ
ん
は
「
ア
イ
デ

ア
を
生
む
発
想
力
や
自
分
の

考
え
を
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
る

提
案
力
が
身
に
つ
い
た
」
と

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
大
麦
ス
ト
ロ
ー
を
企
画
し

た
会
社
の
代
表
を
務
め
、
今

回
の
活
動
を
共
に
し
た
蒲
田

ち
か
社
長
は
「
社
会
課
題
の

解
決
に
向
け
、
柔
軟
な
発
想

を
持
っ
た
学
生
と
真
剣
に
取

り
組
め
た
こ
と
が
う
れ
し

い
」
と
話
す
。

　
神
原
教
授
は
「
身
近
な
商

品
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
そ

の
先
に
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ソ

ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
ゼ
ミ
活
動
の
狙
い
。
そ

の
意
味
で
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
。

今
後
は
ほ
か
の
環
境
配
慮
商

品
も
交
え
、
カ
フ
ェ
や
イ
ベ

ン
ト
で
の
よ
り
実
践
的
な
活

動
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

暗
い
世
界ウ

ェ
ー
ル
ズ
短
編
集

河
野
真
太
郎

編
訳

　
本
邦
初
の
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

文
学
の
短
編
集
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
の
西
部
の
地
域
ま
た
は

国
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
、
ケ
ル

ト
系
の
ブ
リ
ト
ン
人
が
元
々

は
住
ん
で
い
た
地
域
で
、
今

も
残
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
ウ

ェ
ー
ル
ズ
語
は
そ
の
ケ
ル
ト

系
の
言
語
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
産
業
革
命
以

降
は
炭
鉱
地
帯
と
し
て
栄

え
、
炭
鉱
労
働
者
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
炭
鉱
も
今
は

昔
、
産
業
を
失
っ
た
現
在
の

ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
貧
困
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
に
苦
し
ん

で
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　
本
書
は
20
世
紀
初
頭
か
ら

21
世
紀
に
か
け
て
の
ウ
ェ
ー

ル
ズ
を
舞
台
と
し
、
そ
の
よ

う
な
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
を
切
り
取
っ

て
く
れ
る
５
編
の
短
編
を
集

め
た
も
の
で
す
。
炭
鉱
、
階

級
、
戦
争
、
女
性
、
日
常

…
…
。
そ
う
い
っ
た
多
彩
な

主
題
が
、
多
彩
な
語
り
口
で

提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
堀

之
内
出
版
・
１
８
０
０
円
＋

税
）著

者
（
こ
う
の
・
し
ん
た

ろ
う
）
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
教
授
。
英
文

学
。

　和製英語という言葉を聞いたこと

があります

か。普段、

我々が何の気なしに使っている日常会

話にこの和製英語による単語や表現が

含まれます。

　まず、外国語を日本語読みに置き換

えて、カタカナで表記した言葉や表現

です。desk：デスク、manager：マネ

ジャー、energy：エネルギー、percen

tage：パーセント。元々の英語の発音

が日本語の発音に合わせて変化するの

が特徴です。

　そしてもう一種類の和製英語です

が、これらは英語の単語や表現をもと

につくられた新しい言葉です。アフタ

ーサービス、キーホルダー、コンセン

ト、ジェットコースター、イメージア

ップ、ソフトクリーム、マニキュア、

フライドポテト、ペットボトル、サラ

リーマン。

　普段使う表現の中にどれだけ多くの

和製英語が含まれているか、街のいろ

いろなところを観察してください。駅

などの表記、店舗の看板、Ｔシャツの

ロゴ、公共施設での英語のアナウン

ス、道路表記、ありとあらゆるところ

でこの和製英語による表現を目にする

でしょう。英語を日本語に訳して理解

しようとする。そして日本語を英語に

訳して表現しようとする。これを続け

ていくと、

和製英語の

言葉や表現がどんどん増え続けていく

ことになります。和製英語は日本語な

のです。

　そしてこのことに気がつくと、同時

に外国語として英語を学ぶということ

が俄
が

然
ぜん

、面白く、やりがいのあるもの

になるのではないでしょうか。なぜな

ら、日本語を飛び出してもう一つ別世

界を手に入れることになるのですか

ら。　 

（応用言語学〈第二言語習得・英語教

育学〉）
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英語と和製英語
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大
麦
ス
ト
ロ
ー
活
用
Ｐ
Ｒ

商
・
神
原
ゼ
ミ
　
廃
プ
ラ
問
題
に
取
り
組
む

左
か
ら
神
原
教
授
、
蒲
田
さ
ん
、
土
谷
さ
ん
、
干
場
さ
ん

展
示
会
場
で
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
と

商
品
カ
ー
ドプ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

取
り
組
み
報
告

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
３
年
次
生
の

必
修
科
目
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
中
間
発

表
会
が
８
月
８
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。27

チ
ー
ム
が
、
ス
ラ
イ
ド

で
前
期
の
取
り
組
み
を
報

告
。
同
学
部
の
学
生
や
教
員

が
参
加
し
、
質
疑
応
答
な
ど

を
行
っ
た
。
各
チ
ー
ム
は
参

加
者
か
ら
上
が
っ
た
意
見
を

参
考
に
し
、
12
月
の
最
終
発

表
に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て

い
く
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

２
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
活

動
し
て
き
た
。
テ
ー
マ
も

「
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

学
生
向
け
ツ
ー
ル
の
開
発
」

「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ネット情報

ム
の
改
良
」
な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に

し
た
も
の
が
目
立
っ
た
。

　
江
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
ル
ー
ル

決
め
や
適
切
な
ツ
ー
ル
に
つ

い
て
提
案
。
発
言
者
の
声
が

重
な
ら
な
い
機
能
や
ス
タ
ン

プ
機
能
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　
鈴
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
「
ド
ロ
ー
ン
と
ダ
ン

ス
に
よ
る
新
し
い
表

現
」
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
ダ
ン
サ
ー

の
動
き
に
合
わ
せ
て
動

作
す
る
ド
ロ
ー
ン
を
作

製
し
、
両
者
の
融
合
で

新
し
い
表
現
を
作
る
こ

と
が
最
終
目
標
。
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
苦
労
し

た
と
い
い
、「
特
定
の

ポ
ー
ズ
を
検
知
す
る
の

に
時
間
が
か
か
る
の
で

改
善
を
図
り
た
い
」
と

話
し
た
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ー
チ
ャ

ル
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
動
画
を

制
作
す
る
の
は
藤
原
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
、
楽
曲
制
作
か
ら
映

像
編
集
ま
で
す
べ
て
を
メ
ン

バ
ー
が
手
掛
け
、
最
終
発
表

に
向
け
て
13
話
程
度
の
作
品

に
仕
上
げ
て
い
く
。

宮田　宗彦
国際コミュニケーション学部准教授

（外国語教育研究室長）

最前線のジャーナリストらが体験談

社会的意義を理解

ジャーナリストの仕事について話す山田教授、

板倉さん、澤教授、鰍澤さん（左上から時計回り）

ジャーナリズム学科オンラインセミナージャーナリズム学科オンラインセミナー

鈴
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表


